
ＮＡＩＳＴ電子図書館学講座 
「電子化作業実習」資料 No.2 

 

≪実習① 雑誌（冊子）電子化実習・作業手順≫ 
 

 

＜① 書誌情報の作成・電子化整理番号の付与＞ 

※この実習では扱いません。 

・書誌所蔵作成にあたります。 

 

＜②書誌情報の確認＞ 

 

デスクトップ上にある次アイコンをダブルクリックし、プログラムを起動します。 

 

 

 

一次情報入力システムのメインメニューで、「入力作業」をクリックします。 

 

 

 

電子化整理番号を入力し、＜決定＞ボタンをクリックするか、エンターキーを押します。書誌

情報を確認します（電子化整理番号はバーコードの 7桁の番号です）。 

操作 

操作 

操作 
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＜③背の裁断（または、コピー）＞ 

※この実習では扱いません。 

・冊子の背の部分を裁断機で裁断します。 

・事情により裁断できない場合には、裁断せずにコピーして、そのコピーから電子化する場合も

あります。 
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＜④スキャナ連続読み込み＞ 

 

 

 

メニュー＜入力作業＞をクリックすると、次の画面が表示されます。 

 

 

操作 
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全頁をモノクロで、オートドキュメントフィーダ（ADF）により両面を同時に読み込んで、本文

のイメージデータ（画像データ）を作成します。ここで作成されるのは、TIFF フォーマットの

イメージデータです。また、スキャナ読み込みと同時に、OCR 変換を行うことにより、テキスト

データが作成されるとともに、TIFF フォーマットのイメージデータとテキストデータから、頁

単位の透明テキスト付き PDF が作成されます。 

※ほとんどがカラーページである雑誌など、全頁を「カラー」あるいは「グレースケール」で読

み込んだほうが効率的な場合もあります（この場合、イメージデータは PNG フォーマットとなり

ます）。 

 

 

スキャナ設定をクリックすると次のダイアログが表示され、各種の調整ができます。主に用紙

サイズを調整する場合などに使用します。設定が完了したら、OK をクリックします。 

 

［機能解説］ 

スキャナ設定 ・・・読み取り時のスキャナ設定を行います。 

解像度(DPI) 

用紙サイズ（A3、A4、A5、A6、B4、B5、B6、ビジネスカード、自動検知） 

給紙方式（ADF 片面、ADF 両面、原稿台） 

イメージ情報（ブライトネス等） 

用紙の向き（画像回転） 

 

操作 
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スキャナにおもて面を上にして裁断した冊子を設置しスキャナ連続読込み／OCR 連動をクリッ

クするとスキャナ読込みが始まります。読み込みが終わったら、終了をクリックします。 

 

 

  

操作 



7 
 

 

＜⑤OCR 変換＞ 

※ 入力作業でスキャナ連続読込み／OCR 連動を実行した場合は、この作業をする必要はありま

せん。 

 

・本文のテキストデータを作成するとともに、イメージデータとテキストデータから、頁単位の

透明テキスト付き PDF を作成します。 

 

［機能解説］ 

OCR 設定 ・・・OCR の設定をします 

特に洋雑誌の場合には、設定をチェックすること。認識言語判定を「英語」に、また、日英

混在比率を「英語比率高い」に設定できます。 
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＜⑥頁割付＞  

 

 

＜頁情報入力／電子化ファイル確認修正＞メニューをクリックすると、次のような画面が表示

されます。 

 

操作 
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スキャナ読み込みで作成した頁単位のイメージデータに、実頁としての数字を割り付けます。こ

れは、最終的に、頁単位の透明テキスト付き PDF を論文単位または章単位の PDF にまとめるた

めに、さらには、目次から各論文または各章へリンクするために、不可欠な情報です。 

 

・頁を割り付ける際には、大きく４種類（表紙、目次、本文、頁のついていない部分）に分けま

す。 

・表紙と目次には実頁をつけません。表紙には”H1”、目次には”M1”と、それぞれアルファベ

ットをつけた数字を順次割り付けます。 

・表紙、目次以外の頁については、実頁で割り付けます。 

・最後に、数字のついていない頁に先頭から順に”E”をつけた数字を割り付けます。 

 

 

 

 

 例

------------------------------------------------------------------------------------- 

H1（割り付けた頁）  1（イメージの枚数） 

E1    2 

M1    3 

M2    4 

E2    5 

3    6 

4    7 

5    8 

｜    ｜ 

E3    64 

E4    65 

・ 例外として、ローマ数字（i,ii,iii…）、アルファベット付き数字（S1、L1 等）などもあり

ますが、目次入力とそろえて割り付けすればリンクすることが可能です。 

 

※以下、目次入力まで、各画面の右下に＜頁保存＞＜終了＞ボタンが表示されます。変更した内

容を＜頁保存＞ボタンで保存することができます。作業を終了しメインメニューに戻る場合は＜終

了＞ボタンをクリックしてください。 
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画面右の頁一覧から、番号を振りたいページを選択します。必要に応じて＜前方固定部＞にア

ルファベットを入力して、開始頁番号を入力し割付開始をクリックすると、連続した頁番号が

割付されます。その後は次の機能解説を参照しながら、必要に応じて頁番号を振ってください。 

 

［機能解説］ 

自動並替・・・読み込む段階で作業の都合上、頁が前後している場合などにイメージの順序を

並び替えることができます（現在、この機能には不具合があります）。 

開始頁番号—開始 No-終了 No→割付開始 ・・・複数頁の一括割付 

前方固定部 パターン 後方固定部 ・・・アルファベット等を割り付ける時に便利 

前方固定部-頁番号-後方固定部→割付 ・・・一頁ずつの割付 

 

 

電子化しないページを削除します。頁一覧から削除するページを選択し、ページを表示してか

ら削除をクリックします。 

 

削除するページは以下のとおりです。 

・白紙の場合（ページ数も付与されていない場合）。 

・ページ全面に第三者著作物が掲載されている場合。（出版元以外の広告が全面に載ってい

る場合など。） 

操作 

操作 
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ただし、以下の場合は削除しません。 

・学会等のお知らせや、出版元の広告。 

・ページ数が付与されている白紙の場合。 

 

※上図の例は、出版元の広告ですので、実際には削除は行いません。 

 

頁番号を入力したら、頁保存をクリックし、ページ情報を保存します。 

  

操作 
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＜⑦カラー頁等の再読み込み＞ 

・白黒写真等の濃淡画像のある頁は、グレースケールで再読み込みを行います。 

・また、カラー頁については、カラーで再読み込みします。全資料の表紙と、色付きの頁は、原

則としてすべてカラー処理します。 

・これらの再読み込みによって、PNG フォーマットのイメージデータが作成され、モノクロのイ

メージデータとは別に保存されます。 

・以下では、カラー再読込みを説明します。グレー再読込みも操作方法は同じです。 

 

 

頁一覧より、カラー再読込みしたいページをクリックして選択し、ページを表示させます。 

 

 

 

モードを「カラー」にし、差し替えスキャナ設定で読込みサイズなどを必ず確認し、読込むペ

ージを上にしてスキャナに設置した後、読込みをクリックします。 

操作 

操作 
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＜⑧マスク処理（OCR 変換）＞ 

・頁の一部に第三者著作物（利用許諾を得ている著作権者以外の著作者の著作物）が掲載されて

いる場合には、イメージマスク処理を行って当該部分を消す作業を行います。 

 

 

「電子化ファイル確認／修正」タブをクリックしてから、該当頁を選択します。 

イメージマスク処理の矩形選択をクリックし、マウスで消去する部分を範囲選択します。 

 

 

※上図の例は、出版元の広告ですので、実際にはマスク処理は行いません。 

 

 

マスク処理をクリックすると、該当部分が消去されるので、イメージ保存をクリックして、処

理を完了させます。 

操作 

操作 

部分広告はマスク

処理を行う 
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カラーやグレースケールでの頁の再読み込みやマスク処理の際にも、同時に OCR 変換を行って再

度頁イメージからテキストデータを作成し、モノクロでの読み込み時に作成したものと置き換え

るとともに、PNG フォーマットのイメージデータと再作成したテキストデータから、頁単位の透

明テキスト付き PDF を再作成してモノクロ時のものと置き換えています。 

 

 

以上の作業が終わったら、ページ保存をクリックし、ページ情報を書き込みます。終了をクリ

ックします。 

  

操作 

当該部分が削

除された 
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＜⑨目次入力＞  

次に目次情報の入力を行います。 

目次については、電子化資料をより参照しやすくするために、本文のイメージデータとは別にテ

キストデータ（文字データ）の形でも作成しています。これにより、テキストデータとして作成

した目次から、本文中の目指す論文または章のイメージデータに直接リンクさせることができま

す。 

 

上図のように、メモ帳に標題（T）、著者名（R）、頁範囲（P）の目次情報を入力し、それを取り

込みます。 

目次情報の入力には、このほかにも直接入力する方法もあります。（p18 参照） 

 

［目次情報入力時の注意事項］ 

・著者名がない場合は省いても構いません。 

・カタカナは全角に、アルファベットは半角に直します。 

・頁範囲は半角数字、ハイフン、半角数字で範囲を示します。 （例）頁範囲：1-5 

・１頁だけの時は数字だけにします。       （例）頁範囲：7 

あらかじめ目次情報を入力したテキストファイルをデスクトップ上に置いております。そちらを

ご利用ください。（雑誌タイトル-班内の順番.txt）    

          

 

 
操作 

[T:]にはタイトル 

[R:]には著者名 

[P:]にはページ番号 

を入力する 
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＜目次入力＞メニューをクリックします。 

 

 

 

画面左下の目次テキスト読込をクリックし、デスクトップにある該当するテキストファイルを

選択すると、テキストファイルから頁情報が取り込まれます。 

 

操作 
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［機能解説］ 

頁ノンブルチェック ・・・目次で入力した頁範囲と、頁割付で割り付けられた数字が対応し

ているかをチェックすることができます。 

一覧 ・・・入力した目次情報が一覧表示されます。 

ＯＣＲ ・・・OCR 変換で作成された OCR テキストを呼び出してコピー＆ペーストできます。 

イメージ ・・・作成したイメージデータを見ながら、目次入力ができます。 

 

・ 目次入力は、スキャナ読み込みの前に行うこともできます。 

 

  

論文以外のページについては、＜区分＞を「見出し」にします。（Web 上でこのページへのリン

クが貼られなくなります。） 

操作 

目次情報が 
取り込まれた
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保存をクリックし、目次情報の書き込みを完了させた後、終了ボタンをクリックします。 

 

 

操作 
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[参照] 直接目次を入力する場合  

 

メニュー画面から＜目次入力＞をクリックし、目次情報を入力していきます。一つの目次情報の

入力が終わったら、頁範囲を選択した状態でエンターキーを押すと、次の目次情報入力に移りま

す。  

  

また、画面右の＜OCR＞タブをクリックし、＜ページ移動＞ボタンを使用して目次ページに移動

すると、読込んだ目次が表示されます。 適宜、OCR 結果表示領域内の文字列を範囲選択し、画

面左の目次情報欄にコピーすることもできます。 

 

OCR 結果表示領域

OCR 結果ページ

移動ボタン 
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＜⑩本構成処理＞  

※この実習では扱いません。 

この処理により、目次と頁割付で作成した頁情報に基づいて、頁単位の透明テキスト付き PDF

が、雑誌であれば論文単位に、図書であれば章の単位に自動的に合成されて公開用の PDF が作成

されます。その後、夜間処理によって、図書館システムで作成した目次情報とリンクされ、OPAC

から検索、利用できるようになります。 
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＜⑪WEB 上での確認＞ 

夜間処理によって目次情報とリンクされた電子化データ（公開用 PDF）について、利用者が実際

に利用するにあたって不備がないかどうかを、WEB 上で確認します。 

 

先ほどみなさんに作業していただいた電子化雑誌が、どのように表示されるかを見ていただきた

いと思います。ただ、実習ではみなさんが作成したデータの確認はできませんので、既に作成さ

れている電子化資料を確認していただきます。 

WEB 確認のための資料の検索方法には２つありますが、この実習では「電子化雑誌一覧」から検

索してみます。 

-①電子化雑誌一覧からの検索- 

 

WEB ブラウザを立ち上げ、電子図書館ホームページ（http://library.naist.jp/）にアクセスし

ます。 

 

 

＜NAIST 電子化資料＞から、＜電子化雑誌＞をクリックすると以下の画面が開きます。 

操作 

操作 
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一覧から先ほど作業していただいた雑誌名を探しクリックすると、以下の画面が開きます。 

 

◎電子化アイコンの意味 

 どなたでも閲覧することができます。 

 本学構成員（曼陀羅アカウントを持っている方）のみ閲覧することができます。 

操作 

電子化アイコン



24 
 

 

目次ありをクリックすると、テキストデータで作成した目次が表示され、図書の各章や、その雑

誌の当該号の各論文の本文のイメージデータを閲覧することができます。 

 

 

電子化アイコンをクリックしてください。先ほど作業していただいた雑誌の前の号のイメージ

データが表示されます。 

 

WEB 上で確認して問題が見つかったものについては、構成解除処理を行い、データを修正した上

で、再度本構成処理を行います。 

問題がなければ、最後に電子化終了処理を行って、電子化作業は完了することになります。 

 

同様に、授業アーカイブや学位論文についても、各資料ごとのリストのページから確認できます。 

ビデオでは、映像や音声についても確認します。 

 

 

 

操作 


